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総合戦略策定ワークの進め方（案） 

 

総合戦略策定ワークの目的 

令和２年度から令和６年度までの「第２次橿原市まち・ひと・しごと総合戦略」策定に向け、その素案

の策定を目的とする。 

具体的には第１次総合戦略を振り返り、これまでに取り組んだ施策を取捨選択し、国の動向を見据

えて新たな視点を取り入れることにより、橿原市として今後５年間に重点的に進めていく地方創生の

施策を検討していく。 

主な作業 

① 基本的な枠組み（４つの基本目標、基本的方向）の見直し 

② 第１次総合戦略の取り組みの取捨選択 

③ 横断的かつ官民連携による新たな取り組みの構築 

④ 各施策に関連する事務事業の検討 

⑤ 数値目標・KPIの検討 

ワーキングのメンバー 

 事務局：企画政策課 

 座長：総合政策部長心得 

 ファシリテーター：㈱地域計画建築研究所・アルパック（委託会社） 

 部長から指名された副部長 

日程 

 

総合戦略策定ワーク 策定委員会 審議会 

 ③7/24（水）  

  ②8/5（月） 

①8/28（水） or 8/29（木）   

②9月下旬 or10月初旬   

 ④10/3（木）  

  ③10/15（火） 

③10月下旬   

 ⑤11/20（水）  

  ④11/29（金）or 12/3（火）or12/5（木） 

 ⑥1/20（月）  

  ⑤2/3（火）or 2/5（水）or 2/6（木） 

※関係部署へのヒアリングにより実現可能性を含めたヒアリング  

庁内ヒアリング※ 
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ワークの進め方 

第 1 回 現状認識・拡散プロセス    8/28（水）or 29（木） 

①作業目的・アウトプットの共有（事務局説明） 

総合戦略策定ワークの目的を共有する。 

②総合計画と総合戦略の現状説明（事務局説明） 

(ア) 第 3次総合計画の振り返りと第 4次の策定状況説明 

(イ) 第 1次総合戦略の現状認識 

(ウ) 地方創生推進交付金の概要 

③市の現状共有（ワーキング） 

 ワークショップ形式で SWOT分析などを用いてワーキングメンバーで市の現状を共有する。 

 【材料】 

(ア) 市民ワークショップ、アンケート結果、市長インタビュー等 

(イ) 橿原市の各種データ 

(ウ) 国の動向  ほか 

④アイデア出し（ワーキング） 

(ア) 新たな施策、取り組みの提案 

(イ) 実現方策～主に官民（産学労金）連携の方策 

【宿題】 第 1次総合戦略の取り組み適不適の考察 

第 2次総合戦略に取り入れるべき新たな取組みの考察 

第 2 回 収束プロセス     9 月下旬 or10 月初旬 

①第 2 次総合戦略体系の確認（事務局説明） 

 第 1回に基づいて事務局が整理した取り組み体系の確認 

②重点的取り組みの絞り込み（ワーキング） 

 整理した取り組みから、さらに戦略的要素を鑑みて重点的取り組みとして絞り込み 

③基本的目標の再確認（ワーキング） 

 重点的取り組みを反映した基本的目標となっているか再確認 

④地方創生推進交付金獲得へのアプローチ方法（ワーキング） 

 官民連携を基本とした地方創生推進交付金の組み立てを庁内でどのように進めていくか議論 

【宿題】 KPIの設定 

第 3 回 素案とりまとめプロセス    10 月下旬 

素案のとりまとめ（ワーキング） 

 これまでのワーキングから事務局が取りまとめた素案を確認し、庁内ヒアリング結果を踏まえてとりま

とめる。 


